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会中部地方会， 1995， 3 ， 浜松.
28 ) 松村内久， 遠藤俊郎， 扇ー恒章， 栗本 昌 紀， 高
久 晃， 京谷征三 : 2 回の大出血を き た し た 幼児
脳幹部海綿状血管腫の 1 手術例. 第44回 日 本脳神
経外科学会中部地方会， 1995， 3 ， 浜松.
29 ) 遠藤俊郎 : 症候性頚部 内頚動脈高度狭窄 お よ
び完全閉塞病変の治療. 第20回 日 本脳卒中学会総
会， 1995， 3 ， 横浜.
30 ) 福田 修 : Laser-doppler flowmetryを 用 い
た局所脳血流量測定 に関す る 基礎特性. 一 実験的
検討 第20回 日 本脳卒中学会総会， 1995 ， 3 ， 横
浜.
31 ) 栗本 昌紀， 大井政芳， 扇一恒章， 小林隆司 ， 高
久 晃 : 側頚部に大き く 進展 したDumbell型頚髄
神経鞘腫の l 例. 第14田中部脊髄外科ワ ー ク シ ョ ッ
プ， 1995， 3 ， 名古屋.
32 ) 池田宏明 ， 林 央周 ， 栗本昌 紀， 松村 内 久， 西
篤美知春， 高久 晃， 小西 徹 : Hemimegelencep 
halyの 1 例. 第17 回北陸て ん か ん懇話会， 1995 ，  
3 ， 金沢.
33 ) 扇ー恒章， 栗本 昌紀， 遠藤俊郎， 永井正一 ， 高
久 晃 : 高度の desmoplasia を示 し た germl­
noma with STGCの 1 例. 第13回 日 本脳腫湯病
理研究会， 995， 4， 熊本.
34 ) 古市 晋， 大井政芳， 栗本 昌紀， 高久 晃 : 持
続硬膜外 ブ ロ ッ ク後に発症 した腰椎硬膜外腫療の
1 例. 第31 回近畿脊髄外科研究会， 1995， 4， 大阪.
35 ) 平島 豊， 加藤僚子， 武田茂憲， 遠藤俊郎， 高
久 晃 : 家兎 ク モ 膜下 出 血モ デ ル に お け る PAF
括抗薬E5880の脳血管肇縮予 防効果. 第 4 回臨床
PAF研究会， 1995 ， 4 ， 東京.
36 ) 野上予人， 平島 豊， 大森友 明， 遠藤俊郎， 高
久 晃 : グル タ ミ ン酸神経毒性におけ る血小板活
性化因子 ( PAF ) の関与 . 第 4 回臨床PAF研究
会， 1995， 4， 東京.
37 ) 大森友明 ， 平島 豊， 野上予人， 遠藤俊郎， 高
久 晃 : Hypoxia負荷時 の神経細胞障害 に お け
る血小板活性化因子 ( PAF ) の関与 一 海馬CA 1
神経細胞 と 大脳皮質神経細胞の比較- 第 4 回臨
床PAF研究会， 1995， 4， 東京.
38 ) 加藤僚子 ， 平島 豊， 武田茂憲， 遠藤俊郎， 高
久 晃 : 髄膜腫に伴 な う 脳浮腫 と 血小板活性化因
子 ( PAF) . 第 4 回臨床PAF研究会， 1995 ， 4， 
東京.
39 ) 遠藤俊郎， 高久 晃 : 動物実験研究か ら みた
水頭症病態の解析. パ ネ ル デ ィ ス カ ッ シ ョ ン " 本
邦 におけ る水頭症研究 の歩 み " 第 3 回水頭症の
治療 シ ン ポ ジ ウ ム ， 1995， 4， 横浜.
40 ) 松村内 久， 栗本 昌紀， 福 田 修， 遠藤俊郎， 高
久 晃 : Down症候群 に 合 併 し た Germinomaの
2 例. 第23回 日 本小児神経外科学研究会， 1995， 5， 
松江.
41 ) 平島 豊， 堀江幸男， 栗本昌紀， 高羽通康， 遠
藤俊郎， 高久 晃 : 急性期脳動脈癌術後 の脳槽潅
流の適応 -術前SAH量 と 術後 のSAH ク リ ア ラ ン
ス か ら 第19回北 日 本脳神経外科連合会， 1995 ，  
6 ， 大沼.
42 ) 浜田秀雄， 遠藤俊郎， 赤井車也， 大井政芳 ， 西
駕美知春， 高 久 晃 : 術後 にPseudo-CSF rlinov 
vheaを 呈 した一例. 第19回北 日 本脳神経外科連合
会， 1995， 6， 大沼.
43 ) 栗本 昌 紀， 大井政芳， 扇ー恒章， 高久 晃， 塚
本栄治 : Cotrel rod を使用 し て後頭骨一頚椎 内
spinal instrumentation を行 っ た 頭蓋頚椎移行
部病変の 3 例. 第10回 日 本脊髄外科研究会， 1995 ，  
6 ， 京都.
44 ) 遠藤俊郎， 桑山直也 ， 赤井卓也， 西 駕美知春 ，
高久 晃 : シ ンポ ジ ウ ム 頚部頚動脈狭窄性病変
の治療" 血栓内膜剥離術" 第 4 回脳神経外科手
術機器研究会， 1995， 7， 横浜.
45 ) 池田宏明， 林 央周 ， 遠藤俊郎， 高久 晃 : 画
像誘導定位脳手術支援 シ ス テ ム を 用 い た三 次 元
Functional mapping 作製法. 第 4 回脳神経手術
機器研究会， 1995， 7 ， 横浜.
46 ) 浜田秀雄， 遠藤俊郎， 赤井卓也， 大井政芳 ， 西
鴬美知春， 高久 晃 ;術後 に Pseudo-CSF rhino 
rheaを 呈 した一例. 第10回東海頭蓋底外科研究会，
1995， 7 ， 名 古屋 .
47 ) 栗本 昌紀， 浜田秀雄， 扇ー恒章， 平島 豊 ， 高
久 晃 : Nitric Oxide発生剤 の培養 グ、 リ オ ー マ
細胞に対す る 増殖抑制効果. 第 8 回脳 と 免 疫研究
会， 1995， 7 ， 新潟.
48 ) 平島 豊 : 血小板活性化因子 ( PAF ) と ク モ膜
下出血後 の脳血管撃縮. 第1 1 回 ス パズ ム ・ シ ン ポ
ジ ウ ム ， 1995， 7 ， 京都.
49 ) 平島 豊， 中村 伸， 鈴木倫保， 遠藤俊郎， 小
川 彰， 高久 晃 : ク モ膜下出血後の脳脊髄液中
の組織因子濃度 と ト ロ ン ビ ン活性の変化. 第 1 1 回
ス パズ ム ・ シ ンポ ジ ウ ム ， 1995， 7 ， 京都.
50 ) 浜田秀雄， 栗本 昌 紀， 池 田修二， 赤井卓也， 遠
藤俊郎， 西罵美知春， 高久 晃 : 小H�medullo bla 
stoma を伴 っ た Turcot 症候群の 1 例. 第45 回 日
本脳神経外科学会中部地方会， 1995， 7 ， 福井.
51 ) 尾山勝信， 平島 豊， 栗本昌紀， 遠藤俊 郎 ， 高
久 晃 : 頭蓋骨腫湯を形成 した多発性脊髄腫の 1
例. 第45回 日 本脳神経外科学会中部地方会， 1995 ，  
7 ， 福井.
52 ) 浜田秀雄， 栗本昌紀， 遠藤俊郎， 平島 豊 ， 高
久 晃 : Bromocriptine療法中 に髄液鼻漏 と 化膿
性髄膜炎 を き た したmacroprolactinomaの 1 例.
第 1 回北陸問脳下垂体腫蕩研究会， 1995， 8 ， 福井.
53 ) 遠藤俊郎， 桑山直也， 赤井車也， 山 谷和 正 ， 堀
江幸男， 高久 晃 : 重症頚部内頚動脈閉塞 症 に 対
す る 急性血行再建. 第14回The Mt. Fuji Works 
hop on CVD， 1995， 8 ， 札幌.
54) 栗本 昌紀， 西罵美知春， 池 田修二 ， 尾 山勝信 ，
高久 晃 : 馬尾 に発生 し た多発神経鞘腫 の一例.
第15田中部脊髄 ワ ー ク シ ョ ッ プ， 1995， 9 ， 名古屋.
55 ) 永井正一， 武田茂憲 ， 堀江幸男 ， 西 罵美知春，
高久 晃 : 前下小脳動脈癌の l 例. 第33 回北陸脳
神経外科集談会， 1995 ， 9 ， 金沢.
56 ) 上山浩永 ， 山谷和正， 伊藤秀樹， 本間一正， 高
羽通康 : 脳血管写 にて左中大脳動脈に円形陰影疾
患を認めた小児脳梗塞の 1 例. 第33回北陸脳神経
外科集談会， 1995， 9 ， 金沢.
57 ) 四柳智嗣， 池田修二， 赤井卓也， 西 罵美知春，
遠藤俊郎， 高久 晃 : 外傷性ML F症候群の 1 例.
第33回北陸脳神経外科集談会， 1995， 9 ， 金沢.
58 ) 栗本 昌紀， 浜田秀雄， 岡本宗司， 扇 ー恒章 ， 平
島 豊， 高 久 晃 : Nitric Oxide Generating 
Agentに よ る培養グ リ オ ー マ細胞の増殖抑制効果.
第54回 日 本脳神経外科学会総会， 1995 ， 1 0 ， 名 古
屋.
59 ) 遠藤俊郎， 赤井卓也， 桑山直也， 高羽通康， 西
罵美知春， 高久 晃 : 内 シ ャ ン ト 非使用 頚動脈血
栓内膜切除術の成績と 悪化因子の検討. 第54 回 日
本脳神経外科学会総会 1995， 10， 名 古屋.
60 ) 西罵美知春， 赤井卓也 ， 原 田 淳 ， 増 岡 徹 ，
桑山直也， 遠藤俊郎， 高久 晃 : 横 ・ S 状静脈洞
硬膜動静脈奇形の組織学的検討 と 治療法に 関す る
考察. 第54回 日 本脳神経外科学会総会， 1995 ， 1 0 ，  
名古屋.
6 1 )  平島 豊 : 血小板活性化因子 ( PAF ) と ク モ膜
下出血後の脳血管準縮. 第54回 日 本脳神経外科学
会総会， 1995， 10， 名 古屋.
62 ) 平島 豊， 中村 伸， 鈴木倫保， 遠藤俊郎， 小
川 彰， 高久 晃 : ク モ膜下出血後の脳脊髄液中
の組織因子濃度 と ト ロ ン ビ ン活性の変化. 第54回
日 本脳神経外科学会総会， 1995， 10， 名古屋.
63 ) 大森友 明 ， 平島 豊， 浜田秀雄， 富 田 隆浩 ， 遠
藤俊郎， 高久 晃 : hypoxia負荷時 の神経細胞障
害におけ る PAF の関与 一 海馬CA1 と 大脳皮質 由
来の培養神経細胞を使用 し て 第54回 日 本脳神
経外科学会総会， 1995 ， 10， 名 古屋.
64 ) 野上予人， 平島 豊， 松村内久， 福田 修 ， 遠
藤俊郎， 高久 晃 : グル タ ミ ン酸 に よ る 神経細胞
障害に お け る血小板活性化因子(PAF) の関与. 第
54回 日 本脳神経外科学会総会， 1995， 10 ， 名 古屋.
65 ) 林 央周， 池 田 宏 明 ， 栗本 昌 紀， 西 罵美知春，
遠藤俊郎， 高久 晃 : 脳腫蕩手術におけ る 画像誘
導定位脳手術支援 シ ス テ ム の 使用経験 一 三次 元
functional mappingの有用 性 第54 回 日 本脳
神経外科学会総会， 1995， 10， 名 古屋.
66 ) 鬼塚圭一郎 福 田敦夫 高久 晃， 西野仁雄 :
脳虚血ラ ッ ト への神経移植における電気生理学的 ・
組織化学的検討 と 運動 ・ 学習機能改善評価. 第54
回 日 本脳神経外科学会総会， 1995， 10， 名 古屋.
67 ) 西方 学， 遠藤俊郎， 林 央周， 増 田 良一， 山
谷和正， 高 久 晃 : 直接皮質反応( DCR ) 早期電
位 (EP ) の特性 と 術中モ ニ タ リ ン グへ の応用 . 第
54回 日 本脳神経外科学会総会， 1995， 10 ， 名古屋.
68 ) 岩井 良成， 津村貢太朗 ， 久保道也， 赤井卓也 ，
山谷和正， 西罵美知春， 高久 晃 : 局所線溶療法
を施行 した急性期椎骨脳底動脈閉塞症例の検討 .
第54回 日 本脳神経外科学会総会， 1995 ， 1 0 ， 名 古
屋.
69 ) 長堀 毅， 林 央周 ， 古市 晋， 小林隆司 ， 西
罵美知春， 遠藤俊郎， 高久 晃 : め ま い 症例 に お
け る 小脳血流異常 一Xe-CTに よ る観察 一 . 第54回
日 本脳神経外科学会総会， 1995， 10， 名古屋.
70 ) 山谷和正， 伊藤秀樹， 上山浩永， 高羽通康， 桑
山直也， 遠藤俊郎， 高久 晃 : 内頚動脈系脳梗塞
に対す る 急性期血管内治療の経験. 第54 回 日 本脳
神経外科学会総会， 1995， 10， 名 古屋.
7 1 ) 堀江幸男， 武田茂憲， 河合宏一， 山本博道， 永
井正一 ， 西罵美知春 ， 高 久 晃 : 顎 関 節 の 異 常
(顎関節症 ) に よ る 頭痛 . 第54 回 日 本脳神経外科
学会総会， 1995， 10， 名古屋.
72 ) 加藤僚子， 平島 豊， 林 央周 ， 栗本 昌 紀， 遠
藤俊郎， 高久 晃 : 髄膜腫に伴 う 脳浮腫 と 血小板
活性化因子( PAF ) . 第54回 日 本脳神経外科学会総
会， 1995， 10 ， 名 古屋.
73 ) 赤井卓也， 桑山直也， 山谷和正， 神林智作 ， 遠
藤俊郎， 高久 晃， 堀江幸男 : 内頚動脈起始部お
円ノ臼
よ び頭蓋 内脳動脈狭窄症 に対す る PTA治療 の長
期成績. 第54 回 日 本脳神経外科学会総会， 1995 ，  
10 ， 名古屋.
74 ) 大井政芳 ， R. Moulton. ， S. Konasiewicz. ， 
高久 晃 : 腕神経叢損傷 の手術適応 と 術後成績.
第54回 日 本脳神経外科学会総会， 1995 ， 1 0 ， 名 古
屋.
75 ) 高羽通康， 遠藤俊郎， 四柳智嗣， 平島 豊 ， 西
罵美知春， 高久 晃 : 頭蓋内動脈におけ る vasa
vasorum の存在 と 病的意義 一 特 に 中膜層 vasa
vasorum と 壁内出血 と の関係 に つ い て 第54回
日 本脳神経外科学会総会， 1995 ， 10 ， 名古屋.
76 ) 野村耕章， 平島 豊， 堀江幸男， 美野善紀， 池
田修二， 高久 晃 : 急性期脳動脈癌術後 の脳槽潅
流の適応一術前SAH量 と 術後 のSAH ク リ ア ラ ン
ス か ら 第54回 日 本脳神経外科学会総会， 1995 ，  
10， 名 古屋.
77 ) 山本博道， 栗本 昌 紀， 浜 田 秀雄 ， 西 罵美知春，
遠藤俊郎， 高久 晃 : 再発 を き た した成人大脳半
球脳腫場の 1 例. 第14回北陸脳腫蕩懇話会， 1995 ，  
10， 福井.
78 ) 平島 豊， 中村 伸， 鈴木倫保， 遠藤俊郎， 小
川 彰， 高久 晃 : ク モ膜下出血後の脳脊髄液 中
の組織因子濃度 と ト ロ ン ビ ン活性の変化. 第 7 回
日 本脳循環代謝学会総会， 1995， 1 1 ， 東京.
79 ) 加藤僚子， 平島 豊， 林 央周， 栗本 昌 紀， 遠
藤俊郎， 高久 晃 : 髄膜腫 に伴 う 脳浮腫 と 血小板
活性化因子( PAF) . 第 7 回 日 本脳循環代謝学会総
会， 1995， 1 1 ， 東京.
80 ) 栗本 昌紀， 浜田秀雄， 扇ー恒章， 永井正一 ， 高
久 晃 : Nitric Oxide に よ る 培養 グ リ オ ー マ 細
胞の増殖抑制作用 の検討. 第 4 回 日 本脳腫場 カ ン
フ ァ レ ン ス ， 1995， 1 1 ， 大津.
81 ) 山本博道， 遠藤俊郎， 池 田修二， 栗 本 昌 紀 ， 高
久 晃 : 頭蓋内進展を き た した蝶形骨洞原発基菌
性肉芽腫の 1 例. 第46回 日 本脳神経外科学会 中部
地方会， 1995， 1 1 ， 津.
⑤ 
講演その他
1 )  遠藤俊郎 : 脳血管障害最近の進歩 と 現状 -頚動
脈閉塞性病変を中心に 高岡市外科医会学術講
演会， 1995 ， 2， 高岡.
2 )  高久 晃 : dural AVFs - 自 験例 よ り の検討­
第 3 回河 田町脳神経外科懇話会， 1995， 3 ， 東京.
3 )  遠藤俊郎 : 内頚動脈閉塞症の病理形態 と 外科的
治療. 第27回石川脳血管障害研究会， 1995 ， 4 ， 金
沢
4) 西駕美知春 : 脳神経外科か ら見た" め ま い"
富山県保険医協会臨床懇話会， 1995， 7 ， 富 山.
5 )  遠藤俊郎 : 頚部頚動脈閉塞性病変の病理形態 と
外科的 ア プ ロ ー チ . 第 7 回 大雪 カ ン フ ァ ラ ン ス ，
1995， 9 ， 旭川 .
6 )  高久 晃 : 硬膜動静脈痩の発生機序. 東北神経
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